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文科省 先端研究基盤共用促進事業

コアファシリティ構築支援プログラム （令和３年度採択）
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先端研究基盤共用促進事業 コアファシリティ構築支援プログラム R3-R7 文部科学省



東海国立大学機構設備・機器共用システム（TESS)

5

共用機器検索・予約・課金システム



CFAの業務の概要と実績

博士（Ph.D.）若しくはそれと同等の資格・能力を持つ
常勤技術職員５名をCFAとして選任

完全新規の技術相談
設置前 20件未満/年
設置後 50件程度/年

設備・機器利用件数
設置前 20,000件程度/年
設置後 25,000件程度/年

マスタープラン等策定
設置前 事務部局主導
設置後 統括部局主導

設備・機器等利用料
設置前 4～5千万円程度/年
設置後 5～6千万円程度/年

東海機構の本事業での初の取組として運用を開始したコアファシリティアドミニストレータ（CFA）を研究基盤戦略並
びに設備・機器共用推進の実務を担う技術職員マネジメント人材として設置した。既に、上に掲げた主要な4項目の取
組について、CFAが各専門知識を活かした潤滑油となって、技術職員（研究支援者）と協働して成果を挙げている。
この取組が先端研究基盤共用促進事業「コアファシリティ構築支援プログラム」の令和５年度の中間評価でA評価



機構内外で計画される技術系職員の研修

自己研鑽による個人的な研修

東京科学大学リサーチインフラ機構のTCカレッジへの参加

他のコアファシリティ採択校と連携研修

研究設備・機器等メーカーの研修やイベントへの参加

企業の技術者との技術交流

全国持ち回りで展開されている技術研究会などのイベントの計画
から開催、運用など

研修と人材育成
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